
 

入 札 広 告 

 

 次のとおり条件付一般競争入札（調査等）に付します。 

 

平成２４年７月１３日 

契約責任者  本州四国連絡高速道路株式会社   

        岡山管理センター所長 池畠 秀樹 

 

 

記 

 

1 業務内容 

 (1) 業務件名  平成２４年度 柳田トンネル他照明設備更新修正設計業務 

 (2) 業務内容  本業務は、瀬戸中央自動車道の柳田及び塩生トンネル上り線照明設備

の更新に関する修正設計を行うものである。 

 (3) 履行期間  契約締結の日の翌日から平成２５年１月１１日 

 (4) 入札方法  落札者の決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の

100分の5に相当する額を加算した金額(当該金額に1円未満の端数があ

る場合は、その端数金額を切り捨てた金額)をもって落札価格とするの

で、入札参加者は、消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか免

税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の105分の100に相

当する金額を入札書に記載するものとする。 

 (5) その他    本業務は、入札参加者の競争参加資格を入札後に審査する「事後審査

方式」であり、競争参加資格の確認結果は通知しない。 

 

2 競争参加申請書の作成及び提出に関する事項 

 (1) 申請書の提出 

   入札参加希望者は、過去の契約実績等を証明する書類を添付した競争参加資格確認

申請書(以下「申請書」という。)を提出するものとする。 

 (2) 申請書の作成 

   申請書は、別添1の競争参加資格確認申請書に基づき作成するものとする。 

 (3) 申請書の入手方法 

   入札参加希望者は、入札説明書、入札広告の写し、契約書案、仕様書、設計書及び

入札及び見積り手引きを入札広告の日から平成２４年７月３１日(火)までの土曜日、

日曜日及び祝日を除く毎日午前10時から午後4時まで、下記の場所においてCD―Rによ

り無償で入手できる。 



    本州四国連絡高速道路株式会 岡山管理センター 総務課 

     (住所)〒７０１―０３０４  岡山県都窪郡早島町早島２９８５番地 

     (電話番号)０８６―４８３―１１００ 

  (4) 申請書の提出期間及び場所 

   申請書の提出期間及び提出場所は、下記のとおりとする。 

① 提出期間 平成２４年７月１３日(金)から平成２４年７月３１日

(火)までの土曜日、日曜日及び祝日を除く毎日午前10時

から午後4時まで 

② 提出場所 (3)に同じ。持参に限る。郵送又は電送は受け付けない。

③ 申請書の確認 受付時に単純な記載漏れ又は記載ミスがないかどうかを

確認する場合があるため、提出する資料について内容を

理解し、説明できる者が持参すること。 

 

3 競争参加資格 

   当該業務に係る競争に参加する者に必要な資格を有する者は、次に掲げる条件をすべて

満足した者とする。 

  (1) 次の各号の一に該当しない者であること。 

一 建設コンサルタント登録規程（昭和５２年４月１５日建設省告示第717号）その

他の登録規程（以下「登録規程等」とする。）に基づく「電気・電子部門」の登録

を受けてない者 

二 契約を締結する能力を有しない者(未成年者、成年被後見人、被保佐人又は被補

助人。ただし、未成年者、被保佐人又は被補助人であって、契約締結のために必要

な同意を得ている者を除く。)及び破産者で復権を得ない者 

三 本四会社の過去2年以内において次のイからチまでの一に該当したと認められる

者 

イ 契約の履行に当たり、故意に製造を粗雑にし、又は物件の品質若しくは数量に

関して不正の行為をした者 

ロ 公正な競争の執行を妨げた者又は公正な価格を害し、若しくは不正の利益を得

るため連合した者 

ハ 落札者が契約を締結すること又は契約者が契約を履行することを妨げた者 

ニ 監督又は検査の実施に当たり、社員の職務の執行を妨げた者 

ホ 正当な理由がなくて契約を履行しなかった者 

ヘ 提出した書類に虚偽の記載をした者 

ト その他本四会社に著しい損害を与えた者 

チ イからトまでのいずれかに該当する事実があった後2年後を経過しない者を、

契約の履行に当たり、代理人、支配人その他これらに準ずる者として使用した者 



四 経営状態が著しく不健全であると認められる者 

(2) 本州四国連絡高速道路株式会社平成２３・２４事業年度調査等競争参加資格の審査

において、業務種別「その他の調査・設計」のうち「電気・通信設計」で資格を有す

ると認められた者であること。 

(3) 業務実績 

平成１９年度以降に元請けとして完成・引渡しが完了した次に掲げる実績を証明で

きるものであること。ただし、業務実績については本四会社（旧本州四国連絡橋公団

を含む。）が発注し、平成１９年度以降に完成・引渡しが完了した業務である場合に

あっては、調査等成績評定要領第６条に規定する評定表の評定点合計（以下「評定点

合計｣ という。）が６０点未満のもの並びに国、地方公共団体及び公共工事の入札契

約の適正化の促進に関する法律（平成１２年１１月２７日法律第１２７号）第２条第

１項の政令で定める法人（以下、「他の機関」という。）が発注した業務である場合に

あっては、成績評定が一定の点数未満であるために当該機関の競争入札において業務

実績として認めていないものを除く（業務実績が本四会社（旧本州四国連絡橋公団を

含む。）並びに他の機関が発注した業務で成績評定がないものについては６０点と見

なす。）。 

・ 当該業務に係る企業の同種又は類似業務の実績及び配置予定技術者（管理技術

者及び照査技術者）の業務実績があることを証明した者であること。 

上記同種業務とは以下の業務をいう。 

同種業務： 高速自動車国道又は自動車専用道路のトンネル照明設備詳細設計業務 

(4)  配置予定技術者の資格 

 配置予定の管理技術者及び照査技術者は、次の資格を有する者であること。 

一 技術士〔電気・電子部門（「発送配変電」、「電気応用」若しくは「電気設備」）〕、

〔総合技術監理部門（これらの部門に該当する選択科目）〕の資格保有者。ただ

し、平成１３年度以降の技術士試験合格者にあっては、７年以上の技術的業務の

実務経験を有し、かつ業務に該当する部門に４年以上従事している者。 

二 RCCM〔電気・電子部門〕の資格保有者。 

三 第一種電気主任技術者の資格保有者。 

四 学校教育法（昭和２２年法律第２６号）による大学または高等専門学校を卒業

した後、当該調査等分野に係る業務に関し２０年以上の実務経験を有する者。 

五 学校教育法による高等学校卒業者であって、以下に示す資格またはその上級の

資格を有し（いずれか１つ）、かつ、高等学校を卒業した後、当該調査等分野に

係る業務に関し２４年以上の実務経験を有する者。 

①建築設備士 

②第二級総合無線通信士 

③第二級陸上無線技術士 

④第二種電気主任技術者 



⑤第二種情報処理技術者 

⑥第一種伝送交換主任技術者 

⑦線路主任技術者 

⑧第一級陸上特殊無線技士及び第一級電気工事施工管理技士 

六 学校教育法による高等学校を卒業した後、当該調査等分野に係る業務に関し３

０年以上の実務経験を有する者。 

(5)  申請書の提出期限の日から開札の日までの期間に、「工事請負契約に係る指名停止

等に関する達」(本四会社達平成17年第48号)に基づき、指名停止を受けていないこ

と。 

(6)   警察当局から、暴力団員が実質的に経営を支配する者またはこれに準ずるものと

して、公共工事等からの排除要請があり、当該状態が継続している者でないこと。 

 

4 入札執行の日時及び場所等 

① 開札日時：平成２４年８月８日(水) １４時００分 

② 場 所：上記２(3)の会議室 

③ 方 法：入札者又はその代理人が持参し、開札に立ち会うこと。 

 

5 その他 

(1) 提出された申請書は、返却しない。 

(2) 入札保証金 

① 入札保証金 免除 

② 契約保証金 納付。ただし、金融機関若しくは保証事業会社(公共工事の前払金

保証事業に関する法律(昭和27年法律第184号)第2条第4項に規定する

保証事業会社をいう。)の保証をもって契約保証金の納付に代えること

ができる。また、公共工事履行保証証券による保証を付し、又は履行

保証保険契約の締結を行った場合は、契約保証金を免除するものとす

る。 

(3) 手続に関する問い合わせ先は、記２(3)に同じ。 

 (4) 記３(2)に掲げる競争参加資格の認定を受けていない者も記２(4)により申請書を

提出することができるが、入札に参加するためには、開札の時において当該資格の認

定を受けていなければならない。 

 (5) 申請書に虚偽を記述した者は、当該業務の競争参加資格の確認を取り消すとともに、

「工事請負契約に係る指名停止等に関する達」に基づく指名停止を行うことがある。 

   また、申請書に虚偽を記述した者のした入札及び入札に関する条件に違反した入札

は無効とする。さらに、無効の入札を行なった者を落札者としていた場合は落札決定

を取り消すものとする。 

(6)  契約書作成の要否 要。 



    なお、当社が利用している電子契約サ－ビスにより、電子契約書を使用した電子   

契約によることができる。 

   （詳細は、弊社ホ－ムペ－ジhttp://www.jb-honshi.co.jp/keiyaku/index.htmlによ

る。） 



別添1 競争参加資格確認申請書 

 

競争参加資格確認申請書 

年  月  日

 

  本州四国連絡高速道路株式会社 

  岡山管理センター 所長 池畠 秀樹 殿 

                         住所 

商号又は名称 

代表者氏名        印  

担当者氏名 

電話番号 

メ－ルアドレス 

 

  

 平成２４年７月１３日付けで入札広告のありました平成２４年度柳田トンネル他照明

設備更新詳細設計業務に係る競争に参加する資格について確認されたく申請します。 

 なお、上記広告において示された競争参加資格に係る要件について、以下のとおり宣誓

するとともに、添付書類の内容について事実と相違ないことを誓約します。 

・ 契約を締結する能力を有しない者(未成年者、成年被後見人、被保佐人又は被補 

助人。ただし、未成年者、被保佐人又は被補助人であって、契約締結のために必要な

同意を得ている者を除く。)及び破産者で復権を得ない者ではありません。 

 ・ 警察当局から、暴力団員が実質的に経営を支配する者またはこれに準ずるものとし

て、公共工事等からの排除要請があり、当該状態が継続している者ではありません。

 

【添付書類】 

1 企業の平成１９年度以降の同種業務の実績（様式1） 

2 配置予定技術者の平成１９年度以降の同種業務の実績（様式2） 

 3 配置予定技術者の資格要件（様式3） 

  

  

 

 

 

 注1 業者コードは、本州四国連絡高速道路株式会社より送付された「平成２３・２４事

業年度一般競争(指名競争)参加資格認定通知書（測量・建設コンサルタント等）」に記載さ

れているコード番号を記載して下さい。 



（様式1）企業の平成１９年度以降の同種業務の実績 

会社名) 

業務分類 

高速自動車国道又は

自動車専用道路のト

ンネル照明設備詳細

設計業務 

    

業務名       

TECRIS登録番号       

契約金額       

履行期間       

発注機関名 

住所 

TEL 

      

        

業務の概要       

技術的特徴       

 

（様式2）配置予定技術者の平成１９年度以降の業務実績 

○ ○ ○ ○ 

業務分類 高速自動車国道又は自動車専用道路のトン

ネル照明設備詳細設計業務 

業務名   

TECRIS登録番号   

契約金額   

履行期間   

発注機関名 

住所 

TEL 

  

業務の概要   

業務の技術的特徴   

当該技術者の業務担当の内容   

注 1：○○○○は、管理技術者、照査技術者の名称を記述する。 

注2：業務の概要及び業務の技術的特性については、具体的に記述すること。 

注3：管理技術者及び照査技術者については複数の候補者を記載することができる。この場

合、候補者毎に様式２を作成すること。但し、記載した候補者のうち一人でも同種業

務の実績を有していない場合は競争参加資格がないもとする。 

注4：発注者より成績評定の通知を受けているときは、その写しを添付すること。 

 

 



（様式3）配置予定技術者の資格要件 

区分 技術者氏名 登録番号 登録年月日 資格要件 

管理技術者 （記入例） 

○○ ○○ 

 

番号 

 

年  月  日

（記入例） 

○○○：○○部門（選択科目）

照査技術者       

 

 


